
 ３月４日深夜２時頃、２年ぶりにコウノトリが産卵しました。２年

前は４月に産んだので、１か月早い産卵です。喜んだのもつかの間、

次の日の１５時、交尾行動中によろけ、その卵を割ってしまいまし

た。卵を足全体で踏んでも簡単には割れませんが、運悪く爪が当たり

穴が開いてしまったようです。 

 コウノトリは、１日おきに２～５個の卵を産みます。１卵目は割れ

ましたが、その後もちゃんと産卵しています。 

 ある雪交じりの小雨の日、通常交代で抱卵しますが、夕方５時から

朝５時まで空（♂)が抱卵し続けていました。 

 

「産んだり！踏んだり？！」  ２０２５年３月１７日  
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花（♀）は怠けているわけではなく、次の産卵のため空の気遣いを受け

入れているように見えました。空は１時間に１～２分程度立ち上がり、

転卵（てんらん）をしています。転卵とは、卵を転がして卵の上下を入

れ替える作業のことです。抱卵中、卵の上側は親鳥のお腹で暖かいです

が、下側は冷たいため、卵を転がしまんべんなく温めるため、などの理

由があります。 

 現在、巣内には４個の卵があります。様子を見ている私たちも、トラ

ブルがないよう細心の注意を払っていますが、問題なく産んでくれて

ほっとしています。今は約１か月間「雨にも負けず」抱卵して……と

願っています。 
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